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胎盤は、母体の体内で育つ哺乳類において、誕生後には、その役割を終えます。しかし、受精胚が子宮

内膜に着床した後、胚から胎児へと個体が発生していく過程で、胎児へ栄養供給したり、ガスを交換した

りなど、なくてはならない器官でもあります。 

 この胎盤は、着床前の胚盤胞期胚に、最外層を取り囲む栄養芽細胞へと、分化の運命が決定されます。

一方、胚盤胞の内腔に局在する内部細胞塊は、胎児組織へと分化しますが、特定の培養条件下では、

胚性幹細胞 (ES 細胞)として、多能性を維持したまま増殖することができます。この ES 細胞は、単

独では、個体として誕生することできませんが、胎盤機能を補完してやることで、個体として誕生

する事が可能となります。 

 胎盤機能を補完する方法として、2 細胞期胚の 2 つの割球を融合させ 4 倍体にした受精胚を用い

る 4倍体胚補完法が知られています。4倍体胚は、胎盤系列細胞としては、機能を持って分化します

が、着床後に胎児組織になる細胞 (エピブラスト) に分化した細胞は、アポトーシスにより死ぬこと

が知られています。このことから、4倍体胚に ES細胞を注入して作製したキメラ胚からは、結果的

に、ES細胞由来の仔を誕生することになります。 

 また、胎盤が正常に発生し、機能するためには、母体の子宮内膜との相互作用が重要な鍵になり

ます。一般的に、同種間であれば、代理母が成立しますが、異種間になると、発生ステージの早い段

階で胎生致死になります。この原因は、まだ不明な点が多いですが、同種間の母子間相互作用が重

要であることが示唆されます。実際、マウスとラットの異種間キメラ動物も、それぞれの細胞から

胎盤系列細胞が発生する 8 細胞期胚を混ぜ合せた集合キメラ法では、誕生しなかった事に対し、胎

盤に分化できない ES細胞を用い、受精胚と代理母を同種にすれば、誕生したことからも推測されま

す。 

 本講演では、4 倍体胚補完法を用いた胎盤機能補完技術の紹介とマウスとラットの異種間キメラ

動物、異種胚移植の実験から見た母子間相互作用における胎盤の役目について紹介したいと思いま

す。 
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